
56565656----1111．プロラクチン分泌異常症．プロラクチン分泌異常症．プロラクチン分泌異常症．プロラクチン分泌異常症    

 

A.A.A.A.プロラクチン分泌過剰症プロラクチン分泌過剰症プロラクチン分泌過剰症プロラクチン分泌過剰症    

    

１．主要項目１．主要項目１．主要項目１．主要項目    

 （１）主症候 

   ① 女性：月経不順・無月経、不妊、乳汁分泌、頭痛、視力視野障害 

②  男性：性欲低下、陰萎、頭痛、視力視野障害、女性化乳房、乳汁分泌 

  （２）検査所見 

血中PRL 基礎値の上昇：複数回、安静時に採血し免疫学的測定法で測定して、

いずれも20ng/ml 以上を確認する。 

 

２．鑑別診断２．鑑別診断２．鑑別診断２．鑑別診断    

薬物服用によるプロラクチン分泌過剰、原発性甲状腺機能低下症、異所性プロラ

クチン産生腫瘍、慢性腎不全、胸壁疾患 

    

３．診断基準３．診断基準３．診断基準３．診断基準    

確実例：（１）の１項目を満たし、かつ（２）を満たすもの。 

 

B.B.B.B.プロラクチン分泌低下症プロラクチン分泌低下症プロラクチン分泌低下症プロラクチン分泌低下症    

  

 プロラクチン分泌低下症については、下垂体前葉機能低下症の認定基準を用いること

とする。 


